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我々はどのようにして自らスケジュール管理をしてい

るのであろうか。行動分析学の枠組みでは、行動の先行

事象と後続事象により、当該行動が将来変化すると考え

る。また、行動の後続事象が次の行動の先行事象となる

ことを行動連鎖という。スケジュール管理も同様であり、

行動連鎖で表現できる。また、視覚的に即時の行動変化

を捉えることが重要である（Fahmie et al., 2008）。

そして、時間とともに行動の変化を表現する手段とし

て累積記録がある。累積記録は、生活体の反応を測定し

反応の出現頻度（反応率）を表現するために使用される

（Skinner, 1938）。累積記録は対象者の反応の変化を視

覚的にとらえることができ、横軸が一定で反応率が高い

ときにはグラフの勾配が急になり、反応率が低くいとき

にはグラフの勾配は緩くなり、時間軸にそった変化の判

断を容易にする。さらに、これまで対象者の「できる」

を表現するための書式の検討も行われている（林, 2011）。

検討方法

Aさん（特別支援学校生徒）とBさん（就労移行支援

施設利用者）を対象者とした実習事例での、ある日のス

ケジュールの自己管理行動を累積記録で表現した。場面

はC大学内の模擬喫茶店舗であり、実習内で商品の配

達・回収業務を行った。そこで自ら記述できるスケジュ

ール表が用いられた。AさんとBさんともに手がかりと

して使用できたのは、スケジュール表、配達伝票（配達

時間・場所・商品が記述されている）、腕時計であり、B

さんは置き時計も手がかりとすることができた。なお、

それらはいつでも使用することができた。

結果と考察

Aさんでは、はじめに言語指示が入ったが、その後減

少し、時間とともに自発的にスケジュール表や腕時計を

見る行動が多く生起し（反応率の上昇）、業務を行ってい

る（図1）。また、Bさんも同様に置き時計や腕時計を確

認する行動が自発的に多く生起している。ただし、Aさ

んとは対照的にスケジュール表を確認するよりも時計を

見る行動が多いことがわかる（図2）。

このように、どのような行動を行ったのかを、他者か

らの言語指示を併せて累積記録で表現することにより、

対象者のセルフ・マネジメントが表現できる。このよう

な表現は、対象者の関係者に対して、対象者の「できる」

を表現する手段としてだけではなく、支援者に対しても、

支援が成功しているか否かの判断に有効である。これは

「援護」活動の非常に重要な道具となり得る。
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